
  

広
島
県
立
文
書
館 

「収
蔵
文
書
の
紹
介
」展 

平
成
26
年
10
月
31
日
（
金
） 

～
平
成
27
年
1
月
10
日
（土
） 

収
蔵
資
料
に
み
る 

瀬
戸
内
海
は
、
古
代
以
来
、
遣
唐
使
や

様
々
な
官
吏
・
使
節
が
通
行
し
、
そ
の
風
景

は
八
世
紀
末
編
纂
の
『
万
葉
集
』
を
は
じ
め
、

多
く
の
和
歌
に
詠
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

江
戸
時
代
（
近
世
）
以
前
の
和
歌
は
、
実

際
の
風
景
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
の
風
景
や

場
所
に
ま
つ
わ
る
特
別
な
〝
意
味
〟
や
家

族
へ
の
〝
思
い
〟
、
望
郷
の
念
を
歌
っ
た
も

の
が
主
流
で
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と

庶
民
の
旅
が
流
行
し
、
実
際
の
風
景
を
よ
り

視
覚
的
に
観
察
し
て
詠
む
和
歌
が
数
多
く

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

明
治
期
に
入
る
と
、
学
校
教
育
の
場
を
通

し
て
様
々
な
「
唱
歌
」
が
作
ら
れ
、
広
め
ら

れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
時
代
を
代
表
す
る

旅
の
唱
歌
と
言
え
る
の
が
鉄
道
唱
歌
で
す

が
、
他
に
も
各
地
の
名
勝
・
名
産
を
歌
う
唱

歌
が
作
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
展
示
で
は
、
そ
れ
ら
旅
の
歌
に
関
す

る
資
料
を
、
近
世
の
和
歌
と
近
代
の
唱
歌
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
当
館
収
蔵
資

料
の
中
か
ら
選
び
、
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 



 
 
 

近
世
の
旅
の
和
歌 

 

江
戸
後
期
（
特
に
十
八
世
紀
以
降
）
に
な
る
と
、
商
品
経

済
の
発
達
に
伴
っ
て
、
街
道
や
宿
場
が
整
備
さ
れ
、
社
寺
参

詣
や
名
所
遊
覧
な
ど
、
庶
民
の
旅
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
、
様
々
な
道
中
記
や
紀
行
文
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な

り
、
自
然
の
風
景
や
旅
の
情
景
を
素
直
に
捉
え
た
和
歌
が
数

多
く
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

当
館
の
収
蔵
文
書
の
中
に
は
、
江
戸
時
代
の
庶
民
が
記
し

た
旅
日
記
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
、

旅
の
和
歌
を
記
し
た
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
時
代
の
旅
は
、
専
ら
船
か
徒
歩
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

と
く
に
瀬
戸
内
海
地
域
の
旅
で
は
、
船
が
主
た
る
交
通
手
段

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
和
歌
に
詠
ま
れ
る
内
容
も
、
海
や
湊

の
風
景
、
船
の
様
子
や
船
か
ら
見
え
る
様
々
な
自
然
の
風
景

や
情
景
を
詠
ん
だ
も
の
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
広
島
城
下
京
橋
町
の
有
力
商
家
で
あ
っ
た
保

田
家
（
屋
号
「
縄
屋
」
）
の
旅
日
記
を
中
心
に
、
昔
の
旅
の

和
歌
を
紹
介
し
ま
す
。 

  ｢

玉
浦
紀
行｣ 

（竹
内
家
文
書
一
九
八
八
〇
一
‐六
四
三
八
・六
八
九
七
） 

 

賀
茂
郡
吉
川
村
の
割
庄
屋
竹
内
家
文
書
の
中
に
あ
る
尾
道

（「
玉
浦
」
は
尾
道
の
古
名
）
へ
の
旅
日
記
。
各
地
で
詠
ん
だ
和

歌
が
随
所
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

三
月
二
十
三
日
に
吉
川
村
を
出
発
し
、
三
津
浦
（
東
広
島
市

安
芸
津
町
三
津
）
で
一
泊
し
て
い
る
。
二
十
四
日
に
三
津
浦
を

出
発
し
、
船
で
吉
名
・
竹
原
・
高
崎
の
沖
を
航
行
し
、
そ
の
日

の
暮
れ
に
尾
道
に

到
着
。
帰
り
は
二

十
七
日
に
出
発
し
、

糸
崎
に
船
を
寄
せ

て
糸
崎
神
社
を
参

拝
し
、
能
地
・
高

崎
を
経
て
夜
半
過

ぎ
に
三
津
浦
に
帰
着
し
て
い
る
。 

《
和
歌
》 

１ 

三
津
浦
を
出
船
し
て
。 

 
 
 

漕こ
ぎ

出い
で

て 

は
れ
間

（
晴

間

）

も
三
津

み
つ
（見
ず
）

の 

浦う
ら

船ふ
ね

や 

 
 
 
 
 
 

い
つ
か
は
て

（
果
て
）

な
き 

春
雨

は
る
さ
め

の
空 

２ 

尾
道
湊
で
大
雨
の
中
、
滞
船
し
て
。 

雨
の
夜よ

に 

淋
し
く
や
と
る

（
宿

る

） 

枕
に
も 

 
 
 
 
 
 

も
ら
さ
で

（漏
ら
さ
で
）

つ
ぐ
る

（告
ぐ
る
） 

暁
あ
か
つ
き

の
鐘 

３ 
糸
崎
に
て
神
社
に
参
拝
し
て
。 

千
年

ち

と

せ

経ふ

る 

み
と
り

（

緑

）

の
松
ハ 

枝
た
れ
て

（
垂

れ

て
） 

 
 
 

朝
日
か
ゝ
や
く

（

輝

く

） 

糸
崎
の
浦 

４ 

能
地(

三
原
市
幸
崎
町)

沖
の
様
子
。 

桜
鯛 

浮
と
ふ
名
に
し 

聞き
き

つ
る
に 

 
 
 
 
 
 

う
か
す
や

（
浮

か

ず

や

）

霞
む 

能
地
の
海
原

う
な
ば
ら 

５ 

高
崎(

竹
原
市
高
崎
町)

沖
の
様
子
。 

 
 
 

高
崎
の 

浦
漕こ

ぐ

船
の 

い
さ
り
火
ハ

（

漁

火

は

） 

 
 
 
 
 
 

波
間
に
影
の 

う
つ

（
映

）

り
て
ぞ
見
ゆ 

６ 

三
津
浦
に
着
船
し
て
。 

 
 
 

う
は

（
烏
羽
）

玉
の 

夜
の
海
原

う
な
ば
ら 

漕こ
ぎ

わ
け
て 

 
 
 
 
 
 

三
津
の
う
ら
わ

（
浦
曲
・
浦
廻
）

に 

着つ
き

に
け
る
哉か

な 

 

「〔（讃
岐
）道
中
日
記
〕」  

 
 

（保
田
家
文
書
一
九
九
八
〇
八-

二
三
） 

 

広
島
城
下
京
橋
町
に
あ
っ
た

商
家
保
田
家
（
屋
号
・
縄
屋
）

の
旅
日
記
の
ひ
と
つ
。
同
家
六

代
当
主
九
左
衛
門
（
忠
昌
・
福

抱
）
が
知
人
と
共
に
和
歌
を
詠

み
な
が
ら
讃
岐
へ
船
旅
し
た
時

の
日
記
で
、
十
八
世
紀
終
わ
り

か
ら
十
九
世
紀
初
め
頃
の
も
の
。 

 

四
月
十
八
日
に
出
船
し
た
九

左
衛
門
は
、
そ
の
夜
、
厳
島
の

徳
田
及
久
と
い
う
人
物
の
も
と

を
訪
れ
、
翌
日
二
人
で
出
発
。

そ
の
日
の
夕
方
雨
が
降
り
出
し
、

音
戸
の
瀬
戸
で
船
を
泊
め
て
一

泊
し
て
い
る
。
二
十
日
に
は
横

島
（
呉
市
安
浦
町
）
に
上
陸
し
、
二
十
一
日
に
は
糸
崎
に
着
船
。

そ
の
後
、
尾
道
・
向
島
を
過
ぎ
て
阿
伏
兎
（
福
山
市
沼
隈
町
）

に
着
き
、
観
音
堂
を
参
っ
た
あ
と
、
鞆
の
町
へ
行
き
、
保
命
酒

店
や
「
祇
園
之
社
」（
沼
名
前
神
社
）
な
ど
を
訪
れ
て
い
る
。
二

十
二
日
の
朝
、
鞆
を
出
発
し
た
二
人
は
、
午
前
中
に
下
津
井
に

到
着
。
そ
こ
か
ら
讃
岐
国
高
松
へ
向
け
て
出
帆
し
、
約
二
時
間

か
け
て
高
松
に
到
着
し
た
。 

 

《
和
歌
》 

１ 

横
島
（
呉
市
安
浦
町
）
に
上
陸
し
て
。 

― 2 ― 

た
ま
の
う
ら 

よ
し
か
わ 

み 

つ 

あ 

ぶ 

と 



名
も
し
ら
ぬ

（
知

ら

ぬ
） 

小
し
ま
か

（

小

島

が

）

磯
に 

お
り
た
ち

（
降

り

立

ち

）

て 

 
 
 
 
 
 
 

手
す
さ
む

（

荒

む

）

程
の 

か
ひ

（
貝

）

も
有あ

り

け
り 

２ 

糸
崎
に
着
船
。
松
原
を
須
磨
の
名
所
に
例
え
て
。 

誰
か
ま
た 
こ
ゝ
に
う
つ
し
て

（
移

し

て

） 

津
の
国
や 

須
磨
の
う
ら
は

（
浦
曲
・
浦
廻
）

の 

松
の
面
影

お
も
か
げ 

 ｢

道
後
入
湯
記｣ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（保
田
家
文
書
一
九
九
八
〇
八-

三
〇
） 

 

伊
予
国
道
後
温
泉
を
訪
れ
た

保
田
家
六
代
当
主
九
左
衛
門

（
忠
昌
・
福
抱
）
の
旅
日
記
。 

 

五
月
七
日
に
宇
品
を
出
帆
し

た
船
は
、
烏
小
島
を
経
て
、
夕

暮
れ
時
に
音
戸
の
瀬
戸
へ
着
き

一
泊
。八
日
に
出
帆
し
た
船
は
、

倉
橋
島
の
東
の
突
端
、「
亀
が
首
」

を
経
て
南
下
し
、
そ
の
日
の
夕

方
に
高
浜
（
愛
媛
県
松
山
市
）

で
一
泊
。
翌
日
三
津
浜
（
愛
媛

県
松
山
市
）
に
着
船
し
て
、
昼

頃
道
後
温
泉
に
到
着
し
て
い
る
。 

《
和
歌
》 

１ 

烏
小
島 

す
る

（
磨
る
）

墨
乃 

色
も
と
み
れ
ハ

（
見
れ
ば
） 

さ
も
な
く
て 

 
 
 
 
 
 

か
ら
す
小
し
ま

（

烏

小

島

）

乃 

山
乃
芝
草 

２ 

亀
が
首 

朝
な
き
に

け
ふ
こ
そ
は 

の
と
け
く

（
長

閑

け

く

）

越
て 

よ
ろ
つ

（

万

）

世
の 

 
 
 
 
 
 

齢
よ
わ
い

を
ち
き
る

（

契

る

） 

亀
か
首
嶋 

３ 

興
居
島 

 
 
 

い
つ
か
た

（

何

方

）

を 

わ
か

（
我
が
）

住す
む

ま
と
ゝ

（
窓

と

） 

か
も
め
鳥 

 
 
 
 
 
 

磯
こ
す

（
越
す
）

波
に 

立
さ
わ
く

（
立

ち

騒

ぐ

）

な
ハ 

 

「〔登
坂
旅
行
記
〕」  

明
治
三
年
（一
八
七
〇
）  

 

（竹
内
家
文
書
一
九
九
八
〇
八-

六
八
九
〇
） 

 

賀
茂
郡
吉
川
村
の
竹
内
亮
左

衛
門
が
残
し
た
旅
日
記
。
亮
左

衛
門
は
文
化
十
二
年
（
一
八
一

五
）
に
吉
川
村
庄
屋
を
務
め
、

そ
の
後
賀
茂
郡
の
割
庄
屋
を
務

め
た
。
ま
た
、
四
日
市
町
年
寄

や
幕
府
巡
見
使
・
奉
幣
使
通
行

の
御
用
掛
な
ど
も
務
め
、
慶
応

二
年
（
一
八
六
六
）
に
永
代
苗

字
帯
刀
を
認
め
ら
れ
た
。
明
治

十
一
年
（
一
八
七
八
）
没
。 

 

亮
左
衛
門
は
、
地
元
の
俳
人

ら
と
共
に
西
条
連
と
し
て
多
く

の
句
や
紀
行
文
を
残
し
た
人
物

で
も
あ
る
。
こ
の
旅
行
記
は
、

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
神

戸
異
人
館
や
京
都
・
大
阪
見
物

の
た
め
旅
し
た
際
の
日
記
。
賀

茂
郡
三
津
浦
か
ら
船
に
乗
り
、

瀬
戸
内
の
各
所
を
詠
ん
だ
和
歌
を
数
多
く
記
し
て
い
る
。
と
く

に
、
目
的
地
の
神
戸
・
大
阪
・
京
都
で
は
、
滞
在
中
に
詠
ん
だ

多
数
の
和
歌
を
列
記
し
て
い
る
。 

《
和
歌
》 

１ 

広
島
江
波
港 

あ
き
人

（商
人
／
安
芸
人
）

の 

た
よ
り

（頼
り
／
便
り
）

を
得
場

（
江
波

）

の 

道
ひ
ら
け 

名
も
広
し
ま

（
広

島

）

や 

栄
へ
行

（さ
か
え
ゆ
く
）

ら
む 

２ 

宇
品
港
。
大
雨
の
船
中
に
て
。 

波
ま
く
ら

（

波

枕

） 

し
き
り
に
す
さ
ふ

（
荒

ぶ

） 

雨
の
音
に 

夜
半

よ

わ

の
夢
さ
へ 

む
す
ひ
か
ね
つ
ゝ

（

結

び

兼

ね

つ

つ

） 

３ 

三
津
浦
。
長
雨
の
様
子
。 

降
つ
ゝ
く

（
降

り

続

く

） 

長
雨

な

が

め

も
い
と
く 

も
の
う

（
物

憂

）

け
れ 

い
つ
か
は
れ
ま

（
晴

れ

間

）

も 

三
津

み
つ
（見
ず
）

の
浦
わ
ふ

（
侘
ぶ
） 

４ 

尾
道
。
千
光
寺
を
登
っ
て
。 

玉
あ
り
し 

そ
の
い
に
し
へ
の 

跡
訪
へ
ば 

ゑ
ほ
し

（
烏

帽

子

）

岩
に
て 

名
の
ミ
残
り
て 

と
こ
と
は
に

（

常

に

） 

千
船

ち

ぶ

ね

百
ひ
ゃ
く

ふ
ね 

よ
り
く
る

（
寄

り

来

る

）

や 

む
か
し

（

昔

）

の
玉
の 

ひ
か
り

（

光

）

し
た
ふ

（
慕

う

）

て 

５ 

室
津
（
兵
庫
県
た
つ
の
市
）。 

風
つ
よ
く 

沖
つ
し
ら

（
白

）

波 

あ
れ

（
荒

）

し
か
と 

室
の
み
な
と

（

湊

）

ハ 

音
た
に
も
な
し

（
無
し
） 

６ 

神
戸
に
て
異
人
館
街
の
様
子
を
見
た
と
こ
ろ
。 

こ
と

（
異

）

国
を 

わ
か

（
我
が
）

目
の
前
へ 

引ひ
き

寄
せ
て 

ひ
さ
け
る

（

提

げ

る

）

さ
ま
を 

見
る
そぞ

楽
し
き 

こ
と

（
異

）

国
は 

は
る

（
遥

）

け
き
事
と 

思
ひ
し
に 

隣
の
こ
と
く

（
如

く

） 

船
や
行ゆ

き

か
ふ 

７ 

大
阪
道
頓
堀
入
口
、
土
佐
堀
付
近
の
様
子
。 

な
に
ハ

（
難

波

）

江
の 

あ
し
ま

（
芦

間

）

を
わ（分

）

け
て 

そ
こ
は
か
と 

船
の
う
き

（
浮

き

）

寝
も 

楽
し
か
り
け
り 

― 3 ― 

か
ら
す
こ
じ
ま 

み 

つ 

（
今
日
） 

ご 

ご 



「壱
番 

雲
州
往
来
并
ニ
石
州
湯
ノ
津
記
行
」 

「弐
番 
〔道
中
日
記
〕 

」  
 

（保
田
家
文
書
一
九
九
八
〇
八
‐三
四
・二
八
） 

 

保
田
家
六
代
当
主
九

左
衛
門（
忠
昌
・
福
抱
）

が
雲
石
両
国
を
訪
れ
た

際
の
旅
日
記
。 

 

三
月
二
十
三
日
に
広

島
を
出
発
し
、
三
田
川

沿
い
に
福
田
村
（
東
区
）、
三
田
村
（
安
佐
北
区
白
木
町
）
と
北

上
、
甲
立
（
安
芸
高
田
市
甲
田
町
）、
三
次
十
日
市
（
三
次
市
）、

布
野
（
三
次
市
布
野
町
）
と
過
ぎ
て
、
二
十
七
日
に
赤
名
峠
に

到
着
。
掛
合
（
雲
南
市
掛
合
町
）、
三
刀
屋
（
雲
南
市
三
刀
屋
町
）

を
経
て
二
十
九
日
に
今
市
（
出
雲
市
今
市
町
）
に
到
着
し
た
。 

 

旅
行
記
は
二
分
冊
と
な
っ
て
お
り
、
一
冊
目
は
四
月
一
日
に

日
御
碕
や
宇
龍
の
湊
を
見
物
し
た
と
こ
ろ
で
終
わ
り
、
二
冊
目

は
一
畑
薬
師
か
ら
伯
耆
大
山
を
の
ぞ
み
つ
つ
、
直
江
（
出
雲
市

斐
川
町
）
を
経
て
帰
路
に
つ
く
行
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。
二
冊

と
も
、
随
所
に
和
歌
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
大
山
や
三

瓶
山
な
ど
、
途
中
の
風
景
を
描
い
た
絵
も
挿
入
さ
れ
て
い
る
。 

《
和
歌
》 

１ 

三
田
村(

安
佐
北
区
白
木
町)

に
て
三
田
川
の
景
観
を
見
て
。 

三
田
川
の 

音
も
う
す

（
薄

）

め
る 

夕
く
れ

（
暮
れ
）

に 

つ
な

（
綱

）

手
く
る

（
苦

）

し
く 

の
ほ
る

（
上

る

）

船
人 

２ 

一
畑
寺(

島
根
県
出
雲
市)

よ
り
大
山
を
見
て
。 

い
く
千
世

ち

よ

も 

ま
つ
え

（
松

江

）

の
水
の 

海
こ
し

（
越
し
）

に 

む（
向
）

か
ふ
は
ふ
き

（
伯

耆

）

の 

名
に
た
て
る
山 

３ 

園
村(

島
根
県
出
雲
市)

よ
り
宍
道
湖
に
映
る
大
山
を
見
て
。 

水
う
ミ

（

湖

）

に 

影
う
つ
す

（
映

す

）

や 

大
山

だ
い
せ
ん

の 

帆
か
け
て 

は
し

（
走

）

る 

波
も
を
だ
や
か

（

穏

や

か

） 

４ 

比
和(

庄
原
市
比
和
町)

で
滞
留
し
て
。 

雨
の
ひ

は

（日
は
／
比
和
） 

と
ま
り

（
泊

ま

り

）

た
ま
へ
と 

し
の
ひ
ね

（
忍

び

音

）

の 

や
ま
ほ
と
ゝ
き
す

（

山

ほ

と

と

ぎ

す

） 

ま（待
）

つ
今
宵

こ

よ

い

か
な 

５ 

田
房(

庄
原
市
総
領
町)

に
て
、
泊
ま
る
宿
を
変
更
し
て
。 

や
す

（
休

）

も
う
と 

お
も

（
思

）

ふ
田
房

た

ぶ

さ

の 

ま
ち
か

（
間

違

）

ひ
て 

綿
や

（
綿
屋

）

へ
き（

来
）

た
る 

今
の
よ
ろ
こ
ひ

（

喜

び

） 

６ 

下
瀬
野(

広
島
市
安
芸
区)

に
て
。 

瀬
野
川
の 

い
く
せ

（
幾

瀬

）

し
ら

（
白

）

波 

さ
か
の
ほ
り

（

遡

り

） 

ひ
れ
ふ

（
鰭

振

る

）

る
鮎あ

ゆ

も 

見
へ
て
涼
し
き 

 

「有
馬
記
行
」  

寛
政
七
年
（一
七
九
五
） 

 
 

（保
田
家
文
書
一
九
九
八
〇
八
‐二
四
） 

 

保
田
家
文
書
の
中

の
旅
日
記
の
一
つ
。

寛
政
七
年
は
五
代
当

主
九
左
衛
門（
義
忠
）

存
命
の
頃
で
あ
り
、

字
体
か
ら
義
忠
の
も

の
と
思
わ
れ
る
が
作

者
は
不
詳
。
表
題
は
「
有
馬
記
行
」
と
あ
る
が
、
中
身
は
伊
勢

参
り
の
行
程
を
記
し
て
い
る
。 

 

二
月
十
六
日
に
宇
品
を
出
発
、
二
十
一
日
に
海
路
大
坂
に
至

り
、
さ
ら
に
奈
良
・
法
隆
寺
を
訪
れ
て
い
る
。
二
十
九
日
に
宇

治
・
平
等
院
を
訪
れ
た
後
、
京
に
入
り
、
約
一
ヶ
月
滞
在
し
て

い
る
。
三
月
二
十
四
日
に
は
近
江
の
草
津
へ
、
さ
ら
に
二
十
八

日
に
は
伊
勢
の
二
見
が
浦
を
訪
れ
、「
は
る
か
に
富
士
山
を
見
ゆ

る
」
と
記
し
て
い
る
。 

《
和
歌
》 

１ 

柏
島
（
呉
市
川
尻
町
柏
）
に
て
、
山
の
蕨
を
取
っ
て
。 

磯
山
の 

岩
か
け
わ
ら
ひ

（

蕨

） 

を
り

（
折
り
）

を
え
て 

か
ゝ
る
舟
路
の 

慰
な
ぐ
さ
め

と
す
る 

２ 

百
島
（
尾
道
市
百
島
町
）
を
出
船
し
て
。 

漕こ
ぎ

い
て
ゝ

（
出

て

） 

舟
路
の
と
か

（
長

閑

）

に 

出い
ず

る
日
の 

影 
 
 
 
 
 
 

浪
の
遠と

お

か
た 

３ 

赤
穂
（
兵
庫
県
赤
穂
市
）
の
塩
田
風
景
を
見
て
。 

わ
け
て
猶な

お 

霞
む
そぞ

ふ
か

（
深

）

き 

は
り
ま
か
た

（

播

磨

潟

） 

な
た

（
灘

）

の
塩
屋
の
は
る

（
春

）

の
夕
暮 

 

「文
化
九
壬
申
高
野
記
行
又
有
馬
行
と
唱 

下
書
」 

文
化
九
年
（一
八
一
二
）  

（保
田
家
文
書
一
九
九
八
〇
八-

八
八
） 

 

保
田
家
六
代

当
主
九
左
衛
門

（
忠
昌
・
福
抱
）

の
旅
日
記
の
一

つ
で
、
亡
き
母

の
遺
髪
を
高
野

山
に
納
め
る
旅

の
記
録
で
あ
る
。 

 

三
月
二
十
二
日
に
出
発
し
、
瀬
戸
内
海
を
東
へ
航
行
し
、
途

中
讃
岐
で
金
毘
羅
参
り
を
し
た
あ
と
四
月
初
旬
に
大
坂
に
到
着
。

住
吉
の
松
原
を
見
物
し
た
あ
と
南
下
し
、
紀
見
峠
を
経
て
橋
本

（
和
歌
山
県
橋
本
市
）
に
至
り
、
十
一
日
に
高
野
山
に
登
っ
て

い
る
。
十
六
日
に
は
京
へ
上
り
、
暫
く
滞
在
。
五
月
に
入
り
、

伏
見
を
経
て
帰
路
に
つ
い
て
い
る
。 

 

も
ま
ハ
ゆ
き 

に
ほ
ひ
く
る 
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か
け
や 

み 

と 

や 

ひ
の
み
さ
き 

う
り
ゅ
う 

い
ち
ば
た
や
く
し 

い
ち
ば
た
じ 

そ
の 

 

し
ん
じ
こ 

も
も
し
ま 

か
し
わ
じ
ま 

わ
ら
び 



《
和
歌
》 

１ 
馬
島(

呉
市
安
浦
町)

を
見
て
。 

つ
な
か
ね
は

（
繋

が

ね

ば

） 

さ
そぞ

な
心
も 

は
る
こ
ま

（

春

駒

）

の 
た
は
む
れ

（

戯

れ

）

あ
さ
る 

磯
の
わ
か

（
若

）

草 

２ 

忠
海
沖
で
夜
泊
し
て
。 

有
明
の 

月
を
と
も
ね

（
共

寝

）

の 

な
ミ

（
波

）

枕 

お
ほ
ろ

（

朧

）

に
む
す
ふ

（
結

ぶ

） 
ふ
る
さ
と
の
夢 

３ 

能
地(

三
原
市
幸
崎
町)

～
尾
道
付
近
で
タ
コ
漁
を
見
て
。 

を
ひ
た
ゝ
し

（

夥

し

） 

玉
の
う
ら
へ

（
浦

辺

）

に 
春
な
かが

ら 

た
こ
釣つ

る

あ
ま

（
海

士

）

は 

木
の
葉
う
か
へ

（
浮

か
べ
）

て 

４ 

牛
窓(

岡
山
県
瀬
戸
内
市
牛
窓
町)

に
て
。 

 

漕こ
ぎ

ゆ
か
む

（
行

か

ん

） 

そ
な
た
の
方
も 

し
ら

（
白

）

浪
の 

た
ち
わ
つ
ら

（

立

ち

煩

）

へ
る 

牛
ま
と

（
牛

窓

）

の
さ
と 

５ 

尼
崎
か
ら
大
坂
へ
の
航
路
に
て
。 

な
か
め

（
眺

め

）

あ
る 

難
波

な

に

わ

の
芦
の 

は
か
く
れ

（

葉

隠

れ

）

に 

た
な
ゝ
し
を
ふ
ね

（

棚

無

し

小

舟

） 

こ
ゝ
ら
行
か
ふ

（
こ
こ
ら

行

き

交

う

） 

 

「〔時
雨
の
山
め
ぐ
り
記
〕」  

 

（保
田
家
文
書
一
九
九
八
〇
八
‐一
五
〇
） 

 

保
田
家
六
代
当
主
九
左
衛
門
（
忠
昌
・
福
抱
）
が
書
き
記
し

た
広
島
近
隣
の
旅
行
記
。 

 

葉
月
（
陰
暦
八
月
）
十
日
、
牛
田
の
日
通
寺
（
広
島
市
東
区

牛
田
新
町
）
か
ら
渡
船
で
出
発
す
る
と
こ
ろ
よ
り
記
述
が
始
ま

る
。
太
田
川
を
渡
り
、
祗
園
か
ら
安
川
沿
い
に
大
町
、
安
村
、

高
取
、
長
楽
寺
、
伴
（
現
在
の
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
沿
線
）
と

回
り
、大
塚
か
ら
己
斐
村
へ
と
南
下
し
、城
下
へ
戻
っ
て
い
る
。 

 

長
楽
寺
付
近
の
絵
と
、
道
で
出
会
っ
た
柴
を
背
負
う
老
人
の

絵
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、
六
代
九
左
衛
門
は
、
和
歌
と
共
に

こ
う
し
た
挿
絵
を
旅
日
記
の
中
に
よ
く
描
い
て
い
る
。 

《
和
歌
》 

１ 

長
楽
寺
に
て
観
音
堂(

左
の
挿
絵)

を
訪
れ
て
。 

お
く
て

（
晩

稲

）

田
の 

ほ
な
ミ

（
穂

並

み
）

色
つ

（付
）

く 

を
か
こ

（
丘

越

）

へ
に 

ひ
る
ま

（
昼

間

）

も
虫
の 

声
し
き

（
頻

）

る
な
り 

２ 

大
塚
か
ら
己
斐
に
向
か
う
道
す
が
ら
、
時
雨
に
遭
っ
て
。 

秋
と
ゝ
も

（
共

）

に 

な
か
は

（
半

ば

）

過す
ぎ

ゆ
く 

山
め
く

（
巡

）

り 

ぬ（濡
）

れ
て
嬉
し
き 

は
つ
し
く
れ

（

初

時

雨

）

哉か
な 

 

「石
風
呂
入
治
記
」  

文
政
元
～
三
年
（一
八
一
八
～
二
一
）  

（保
田
家
文
書
一
九
九
八
〇
八
‐八
六
） 

 

保
田
家
六
代
当
主
九
左
衛
門
（
忠
昌
・
福
抱
）
が
記
し
た
宮

島
へ
の
旅
行
記
。
文
政
元
～
三
年
の
各
年
の
宮
島
旅
行
を
書
き

記
し
て
い
る
。
最

初
の
文
政
元
年
の

記
述
で
は
、
九
左

衛
門
の
妻
が
病
か

ら
快
復
し
た
の
を

機
に
宮
島
の
花
見

に
出
か
け
た
旨
記

し
て
い
る
。
表
題
に
あ
る
「
石
風
呂
」
は
蒸
し
風
呂
の
一
種
で
、

江
戸
後
期
に
は
石
風
呂
目
当
て
に
宮
島
を
訪
れ
る
人
も
多
か
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。 

《
和
歌
》
い
ず
れ
も
文
政
元
年
三
月
の
記
述
。 

１ 

厳
島
神
社
高
舞
台
の
舞
楽
を
鑑
賞
し
て
。 

天
く
た
る 

袖
も
か
す

（
霞

）

む
と 

み（満
）

つ
潮
に 

う
か
ふ

（
浮

か

ぶ

）

台
の 

月
の
ミ
や
ひ
と

（

宮

人

） 

２ 

舞
楽
終
了
後
の
舞
台
を
見
て
。 

ひ
さ

（
膝

）

を
た
て 

肩
を
な
ら
へ

（
並

べ

）

て 

見
し
人
の 

俤
お
も
か
げ

さ
へ
も 

の
こ
ら
さ
り

（
残

ら

ざ

り

）

け
り 

３ 

弥
山
に
登
り
、
山
中
の
桜
を
見
て
。 

深
山
木

み

や

ま

ぎ

の 

青
葉
に
ま
し

（
混
じ
）

る 

遅お
そ

さ
く
ら

（

桜

） 

咲さ
く

こ
ろ

（
頃

）

わ（分
）

け
し 

か
ひ

（
甲
斐
）

も
有
け
り 

４ 

陸
奥
国
外
ヶ
浜
（
青
森
県
東
津
軽
郡
外
ヶ
浜
町
）
か
ら
三

人
が
宮
島
に
来
て
宿
泊
し
て
い
る
の
を
知
り
、
訪
れ
て
彼
の
地

の
様
子
を
聞
き
な
が
ら
明
け
方
ま
で
話
し
込
ん
だ
。
そ
の
感
慨

を
詠
ん
で
。 

心
あ
て
に 

お
も
ふ

（
思

う

）

も
と
を

（
遠

）

き 

み
ち
の
く

（

陸

奥

）

の 

外そ
と

の
浜
風 

き
く

（
聞

く

）

も
め
つ

（
珍

）

ら
し 

い
の

（
祈

）

る
そぞ

よ 

駒
の
あ
し
な
ミ

（
足

並

み

） 

船
の
ミ
ち

（
路

） 

朝
な
ゆ
ふ

（
夕

）

な
に 

さ
ハ

（
障

）

り
あ
ら
し

（
有

ら

じ

）

と 
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う
ま
し
ま 

た
だ
の
う
み 

う
し
ま
ど 

ち
ょ
う
ら
く
じ 



  
 
 

近
代
の
旅
の
唱
歌 

  

明
治
期
に
な
る
と
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
制
定
さ

れ
た
学
制
の
も
と
、
小
学
校
に
唱
歌
科
が
置
か
れ
、
教
育
の

場
を
通
し
て
様
々
な
「
唱
歌
」
が
作
ら
れ
ま
し
た
。 

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
書
籍
と
し
て
販
売
さ
れ

た
鉄
道
唱
歌
は
、
こ
の
時
代
を
代
表
す
る
旅
の
唱
歌
と
し
て

大
流
行
し
ま
し
た
が
、
『
地
理
教
育 

鉄
道
唱
歌
』
と
銘
打

た
れ
て
い
た
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
子
供
の
地
理
学
習
の
た

め
に
作
ら
れ
た
唱
歌
で
し
た
。
七
五
調
の
膨
大
な
歌
詞
の
中

に
、
沿
線
の
地
理
・
歴
史
、
名
勝
・
名
産
な
ど
の
紹
介
を
盛

り
込
ん
だ
こ
の
歌
は
、
大
人
の
間
で
も
人
気
と
な
り
、
発
売

直
後
か
ら
多
数
の
模
倣
作
品
も
作
ら
れ
ま
し
た
。
広
島
県
で

も
、
鉄
道
唱
歌
が
発
表
さ
れ
た
直
後
に
、
地
理
教
育
の
た
め

の
広
島
県
唱
歌
が
地
元
の
教
諭
ら
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
販
売

さ
れ
ま
し
た
。 

歌
の
内
容
も
近
世
の
和
歌
と
は
異
な
り
、
港
や
船
も
詞
に

は
登
場
し
ま
す
が
、
む
し
ろ
各
地
の
名
所
・
旧
跡
や
歴
史
・

民
話
・
伝
説
な
ど
の
類
が
多
く
描
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日

清
戦
争
勝
利
の
機
運
に
乗
っ
て
、
軍
歌
的
な
要
素
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。 

     

『広
島
県
地
理
歴
史
管
内
唱
歌
』 

・ 

『同
』 

下
巻 

 
 
 
 
 
 
 
 

（植
田
静
人
氏
収
集
文
書
一
九
八
九
一
〇
‐一
九
六
二
） 

 
 
 

明
治
三
十
三
年
十
二
月
十
三
日
発
行 

 
 
 

作
曲
：
山
本 

生
（
広
島
県
師
範
学
校
音
楽
教
官
） 

 
 
 

著
作
：
長
屋
基
彦
（
広
島
県
師
範
学
校
教
諭
） 

五
弓
安
二
郎（
広
島
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
教
官
） 

 
 
 

発
行
：
三
木
半
左
衛
門 

 
 

印
刷
：
梶
原
謙
吉 

  

『
鉄
道
唱
歌
』
が
発

刊
さ
れ
た
直
後
か
ら
、

全
国
各
地
で
様
々
な

唱
歌
が
製
作
さ
れ
た
。

広
島
県
で
も
、
地
元
の

学
校
教
諭
ら
に
よ
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
唱
歌

集
が
作
ら
れ
て
い
る
。 

作
詞
者
の
長
屋
基

彦
（
一
八
六
三
～
一
九

三
三
）
は
、
広
島
県
生

ま
れ
。
学
校
教
諭
か
ら

神
宮
皇
学
館
教
授
を

経
て
、
後
に
神
戸
市
の

湊
川
神
社
宮
司
と
な

っ
た
人
物
。 

五
弓
安
二
郎
は
、
幕

末
に
福
山
藩
の
藩
校

誠
之
館
教
授
を
勤
め

た
史
学
者
五
弓
雪
窓

の
甥
。 

ま
た
、
発
行
者
の
三
木
半
左
衛
門
は
、
阿
波
国
出
身
の
呉

服
商
で
、
後
に
尾
道
に
移
住
し
、
千
光
寺
公
園
の
造
成
と
尾

道
市
へ
の
寄
付
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
半
左
衛
門
は

こ
の
当
時
、
尾
道
で
書
籍
商｢

三
木
文
明
堂｣

も
営
ん
で
い
た
。 

  

『地
理
教
育 

広
島
県
唱
歌
』 

第
壱
集 

・ 

『同
』 

第
弐
集 

（植
田
静
人
氏
収
集
文
書
一
九
八
九
一
〇-

一
九
六
二
） 

 
 
 

明
治
三
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
発
行
（
第
壱
集
） 

 
 
 

明
治
三
十
四
年
二
月
三
日
発
行
（
第
弐
集
） 

 
 
 

作
歌
：
森
田
保
之 

 
 

作
曲
：
楠
美
恩
三
郎 

 
 
 

著
作
兼
発
行
：
鈴
木
常
松 

 
 
 

印
刷
：
梶
原
謙
吉 

 
 

販
売
所
：
積
善
館
支
店 
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ご
き
ゅ
う 

せ
い
し
か
ん 

せ
っ
そ
う 



鉄
道
唱
歌
を
生
ん
だ
関
係
者 

作
詞
者
：
大
和
田

お

お

わ

だ

建
樹

た

け
き 

（
一
八
五
七
～
一
九
一
〇
） 

 

東
京
高
等
師
範
学
校
（
現
・
筑
波
大
学
）
教
授
。
当
時
の

著
名
な
作
詞
家
で
あ
り
、
数
多
く
の
詞
を
文
部
省
唱
歌
と
し

て
音
楽
教
科
書
に
掲
載
。
ま
た
数
多
く
の
軍
歌
を
作
詞
し
た

こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。 

作
曲
者
：
多

お
お
の 

梅
稚

う
め
わ
か 

（
一
八
六
九
～
一
九
二
〇
） 

 

多
家
は
、
古
く
か
ら
京
都
で
雅
楽
演
奏
を
専
業
と
し
た
家

系
。
梅
稚
は
東
京
音
楽
学
校
に
学
び
、
そ
の
後
大
阪
師
範
学

校
（
現
・
大
阪
教
育
大
学
）
教
諭
、
東
京
音
楽
学
校
助
教
授
・

教
授
を
歴
任
し
た
。 

 

発
行
者
：
市
田
元
蔵 

（
一
八
七
五
～
一
九
一
八
） 

 

大
阪
の
出
版
社
「
市
田
昇
文
館
」
を
経
営
。
鉄
道
唱
歌
は

市
田
が
企
画
し
た
が
、
第
一
集
東
海
道
編
の
発
刊
後
、
昇
文

館
は
倒
産
寸
前
と
な
り
、版
権
を
三
木
佐
助
に
売
り
渡
し
た
。

そ
の
後
、
鉄
道
唱
歌
の
作
詞
者
大
和
田
建
樹
の
配
慮
に
よ
っ

て
、
い
く
つ
か
の
鉄
道
唱
歌
の
出
版
元
を
任
さ
れ
た
。 

 

発
行
者
：
三
木
佐
助 

（
一
八
五
二
～
一
九
二
五
） 

 

大
阪
の
三
木
家
は
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
創
業
の
漢
籍

問
屋
で
、
出
版
・
貸
本
・
漢
籍
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。

佐
助
は
四
代
目
。
佐
助
は
出
版
業
の
ほ
か
、
明
治
二
十
一
年

（
一
八
八
八
に
は
楽
器
販
売
店
「
三
木
楽
器
店
」
を
開
業
、

山
葉
（
ヤ
マ
ハ
）
ピ
ア
ノ
・
オ
ル
ガ
ン
な
ど
の
関
西
で
の
販

売
権
を
独
占
し
た
。
現
在
も
、
日
本
最
古
の
楽
器
店
と
し
て

知
ら
れ
る
。 

  

『海
事
教
育 

航
海
唱
歌 

下
巻
』  

 
 
 
 
 
 
 

 

（植
田
静
人
氏
収
集
文
書
一
九
八
九
一
〇
‐一
九
六
二
） 

 
 
 

明
治
三
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
発
行 

 
 
 

作
歌
：
大
和
田
建
樹 

 
 
 

作
曲
：
小
山
作
之
助
、
納
所
弁
次
郎 

 
 
 

発
行
：
三
木
佐
助
、
西
野
虎
吉 

印
刷
：
野
村
宗
十
郎 

 
 
 

発
行
：
開
成
館 

『地
理
教
育 

鉄
道
唱
歌 

第
弐
集
』  

 
 
 
 
 
 

（長
船
友
則
氏
収
集
資
料
二
〇
〇
四
〇
七-

二
三
一
八
） 

 
 
 

明
治
三
十
三
年
九
月
五
日
発
行 

 
 
 

作
歌
：
大
和
田
建
樹 

 
 
 

作
曲
：
多
梅
稚
（
大
阪
師
範
学
校
教
諭
） 

上
眞
行
（
東
京
音
楽
学
校
講
師
） 

 
 
 

発
行
：
三
木
佐
助 

 
 

印
刷
：
野
村
宗
十
郎 

  

鉄
道
唱
歌
は
、
大
阪
の
出
版
社
「
市
田
昇
文
館
」
の
市
田

元
蔵
が
企
画
し
出
版
し
た
歌
集
。
第
一
集
：
東
海
道
編
、
第

二
集
：
山
陽
・
九
州
編
、
第
三
集
：
奥
州
・
磐
城
編
、
第
四

集
：
北
陸
編
、
第
五
集
：
関
西
・
参
宮
・
南
海
編
、
第
六
集
：

北
海
道
編
と
い
う
、
全
六
集
三
七
四
番
か
ら
な
る
長
編
の
唱

歌
で
あ
る
。
た
だ
し
、
市
田
が
出
版
し
た
の
は
第
一
集
の
み

で
あ
り
、
昇
文
館
は
そ
の
後
経
営
不
振
に
陥
り
、
版
権
を
買

っ
た
大
阪
の
三
木
佐
助
（「
三
木
楽
器
店
」
経
営
）
に
よ
っ

て
、
第
一
集
（
再
版
）
～
第
六
集
が
発
刊
さ
れ
た
。 

 

三
木
は
、
楽
隊
と
歌
手
を
列
車
に
乗
せ
て
走
ら
せ
る
な
ど

奇
抜
な
方
法
で
宣
伝
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
鉄
道
唱
歌
は
大
流

行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
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鉄道唱歌を有名にした多
おおの

 梅稚
うめわか

 の曲 

 『鉄道唱歌』には、各集とも曲が二つずつ付いている。最初に発表された第一集では、多 梅稚と、同じ京都の雅楽家の出身で多の

東京音楽学校時代の指導者である上 眞行（一八五一～一九三七）の曲が掲載された（多 は市田が、上 は大和田がそれぞれ依頼した

とされる）。 

 二人が作った曲は、曲調が全く異なり、ゆったりとした抒情的な上の曲に対し、多が作った曲は非常にリズミカルであった。いず

れか好きな方で歌ってもらおうという意図であったが、あまりにもテンポがよく覚えやすい多の曲が広く歌われるようになり、上の

曲は殆ど歌われなかったという。 

 他の各集では、多のほか、第二集で上が、第三・六集では「きんたろう」を作曲した田村虎蔵（一八七三～一九四三）が、第四集

では「桃太郎」を作曲した納所弁次郎（一八六五～一九三六）が作った曲も掲載されたが、歌われたのは専ら多の曲であったという。

それほど多の曲は、従来の日本はない軽快な曲調であり、走る列車のイメージにぴったりの名曲であった。 

 

 

 

 

『山
陽
線
唱
歌 

汽
車
』  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（長
船
友
則
氏
収
集
資
料
二
〇
〇
四
〇
七
‐二
三
六
八
） 

 
 
 

明
治
四
十
二
年
十
月
二
十
五
日
発
行 

 
 
 

作
歌
：
大
和
田
建
樹 

 
 
 

作
曲
：
田
村
虎
蔵 

 
 
 

発
行
兼
印
刷
：
市
田
元
蔵 

  

『
鉄
道
唱
歌
』
全
六
集
の
発
刊
後
、
こ
れ
に
倣
っ
て
、
各

地
の
鉄
道
を
歌
っ
た
唱
歌
が
発
表
さ
れ
て
い
っ
た
。
作
詞
者

の
大
和
田
建
樹
は
、『
鉄
道
唱
歌
』
を
作
詞
し
て
以
降
も
い

く
つ
か
の
鉄
道
唱
歌
を
作
成
し
て
お
り
、
こ
れ
も
そ
の
一
つ
。

大
和
田
は
ほ
か
に
、
郷
里
で
あ
る
愛
媛
県
の
『
伊
予
鉄
道
唱

歌
』
や
、『
東
海
道
唱
歌
』、『
九
州
線
唱
歌
』、『
大
阪
市
街

電
車
唱
歌
』
な
ど
も
作
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
唱
歌
の
作
曲
は

全
て
田
村
虎
蔵
が
行
っ
た
が
、
実
際
に
は
多
梅
稚
の
曲
で
広

く
歌
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。 

       

広島県立文書館「収蔵文書の紹介」展 

収蔵資料にみる 

昔の旅の和歌・唱歌 
（担当：西向宏介） 

期 間：平成 26年 10月 31日（金） 

    ～平成 27年 1月 10日（土） 
 

場 所：広島県立文書館展示室 

    〒730-0052 広島市中区千田町 3-7-47 

    広島県情報プラザ 2階 
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